
                         

                         

                         

第
64
回
千
葉
県
野
菜
品
種
審
査

会
（
レ
タ
ス
の
部
） 

 

館
山
市
神
戸
地
区
で
は
、
昔
か

ら
レ
タ
ス
生
産
が
盛
ん
に
行
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
現
地
で
は
「
レ
タ

ス
ビ
ッ
グ
ベ
イ
ン
病
」
が
重
要
病

害
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

第
64
回
千
葉
県
野
菜
品
種
審
査

会
（
レ
タ
ス
の
部
）
を
招
致
し
、

現
地
に
適
応
性
が
あ
り
、「
レ
タ
ス

ビ
ッ
グ
ベ
イ
ン
病
」
に
耐
病
性
を

有
す
る
優
良
な
３
品
種
を
選
定
し

ま
し
た
。 

 

本
審
査
会
の
運
営
に
は
、
現
地

の
生
産
組
合
で
あ
る
「
館
山
市
清

浄
そ
菜
組
合
」
や
若
手
経
営
主
及

び
後
継
者
で
構
成
さ
れ
て
い
る
組

合
下
部
組
織
の
「
神
戸
レ
タ
ス
育

成
会
」
、
Ｊ
Ａ
安
房
神
戸
支
店
等
の

関
係
機
関
の
協
力
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。 

選
定
さ
れ
た
品
種
は
、
今
年
度

に
引
き
続
き
現
地
で
試
作
栽
培
を

行
い
、
耐
病
性
等
現
地
適
応
性
を

確
認
す
る
予
定
で
す
。 
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野
菜
に
お
け
る
ハ
ダ
ニ
類
と
ア
ザ

ミ
ウ
マ
類
の
生
態 

 

今
回
は
、
野
菜
類
に
発
生
す
る

ハ
ダ
ニ
類
と
ア
ザ
ミ
ウ
マ
類
の
生

態
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
ど
ち

ら
の
害
虫
も
肉
眼
で
は
発
見
し
に

く
く
、
防
除
が
難
し
い
た
め
、
正

し
く
理
解
し
、
効
果
的
な
防
除
に

つ
な
げ
ま
し
ょ
う
。 

 

ハ
ダ
ニ
類
は
、
主
に
ナ
ミ
ハ
ダ

ニ
（
体
色
は
赤
色
あ
る
い
は
黄
緑

色
）
と
カ
ン
ザ
ワ
ハ
ダ
ニ
（
体
色

は
赤
色
）
の
２
種
類
が
加
害
し
ま

す
。
両
者
と
も
に
25
～
28
℃
の
乾

燥
条
件
下
で
は
約
10
日
で
卵
か

ら
成
虫
に
な
り
ま
す
。
雌
は
交
尾

の
有
無
に
関
わ
ら
ず
産
卵
可
能
で

す
。
ハ
ダ
ニ
類
は
植
物
の
組
織
内

を
口
器
で
破
壊
し
、
吸
汁
す
る
た

め
、
葉
に
小
さ
な
白
い
斑
点
が

点
々
と
で
き
始
め
た
ら
、
早
期
に

防
除
し
ま
し
ょ
う
。 

 

ア
ザ
ミ
ウ
マ
類
は
、
主
に
ミ
ナ

ミ
キ
イ
ロ
ア
ザ
ミ
ウ
マ
、
ミ
カ
ン

キ
イ
ロ
ア
ザ
ミ
ウ
マ
等
が
加
害
し

ま
す
。
25
～
30
℃
で
は
約
10
～

14
日
で
卵
か
ら
成
虫
に
な
り
ま

す
。
雌
は
交
尾
の
有
無
に
関
わ
ら

ず
産
卵
可
能
で
す
。
ア
ザ
ミ
ウ
マ

類
は
針
の
よ
う
な
器
官
で
植
物
を

刺
し
、
植
物
組
織
を
破
壊
し
て
吸

汁
し
ま
す
。
幼
虫
・
成
虫
共
に
葉
・

茎
・
花
・
果
実
な
ど
を
加
害
す
る

上
、
ウ
イ
ル
ス
の
媒
介
者
と
な
る

た
め
、
少
数
の
発
生
で
も
注
意
が

必
要
で
す
。
成
虫
を
見
つ
け
て
防

除
を
行
っ
た
5
～
7
日
後
に
、
ふ

化
し
た
幼
虫
の
防
除
を
行
い
、
次

世
代
の
増
殖
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。 

両
者
と
も
に
薬
剤
の
抵
抗
性
が

発
達
し
や
す
い
た
め
、
系
統
の
違

う
薬
剤
を
使
用
し
ま
し
ょ
う
。 

 
要
注
意
！ 

夏
花
を
予
冷
庫
か
ら
出
す
タ
イ
ミ

ン
グ
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う 

 

切
り
花
の
鮮
度
保
持
対
策
と
し

て
は
、
①
エ
チ
レ
ン
発
生
抑
制
の

た
め
の
Ｓ
Ｔ
Ｓ
処
理
、
②
水
揚
げ

用
の
水
の
バ
ク
テ
リ
ア
の
増
殖
を

抑
え
る
た
め
の
殺
菌
剤
の
施
用
や

バ
ケ
ツ
の
洗
浄
、
③
花
の
呼
吸
量

を
抑
え
る
た
め
の
低
温
管
理
等
が

あ
り
ま
す
。
特
に
気
温
が
高
い
夏

場
で
は
、
③
の
温
度
対
策
が
重
要

と
な
り
ま
す
の
で
、
既
に
保
冷
庫

の
設
置
や
作
業
場
に
エ
ア
コ
ン
を

導
入
さ
れ
て
い
る
方
が
多
い
と
思

い
ま
す
。 

 

し
か
し
、
注
意
し
て
い
た
だ
き

た
い
の
は
、
花
を
保
冷
庫
か
ら
出

す
タ
イ
ミ
ン
グ
で
す
。
グ
ラ
フ
１

は
、
昨
年
の
夏
に
行
っ
た
事
例
調

査
の
結
果
で
す
。
花
の
入
っ
た
出

荷
箱
の
中
に
、
温
度
記
録
計
を
設

置
し
、
そ
の
変
化
を
調
べ
ま
し
た
。

出
荷
箱
を
前
日
か
ら
エ
ア
コ
ン

（
20
℃
設
定
）
の
設
置
さ
れ
た
部

屋
に
保
管
し
、
日
中
に
室
外
に
出

し
た
と
こ
ろ
、
わ
ず
か
10
分
の
間

に
5
℃
以
上
も
上
昇
し
ま
し
た
。 

本
来
、
夏
場
の
出
荷
は
、
気
温

が
上
昇
し
て
い
な
い
早
朝
、
又
は

日
差
し
が
弱
く
な
っ
た
夕
方
以
降

が
適
し
て
い
ま
す
が
、
市
場
や
運

送
会
社
と
の
契
約
上
、
難
し
い
場

合
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
対

策
と
し
て
、
作
業
場
の
入
口
に
ひ

さ
し
の
設
置
、
屋
根
に
白
い
ペ
ン

キ
を
塗
る
な
ど
し
て
出
荷
時
の
周

囲
の
気
温
を
低
く
抑
え
る
と
と
も

に
、
保
冷
庫
か
ら
取
り
出
し
た
ら
、

速
や
か
に
保
冷
車
へ
搬
入
す
る
こ

と
を
心
掛
け
て
、
コ
ー
ル
ド
チ
ェ

ー
ン
化
に
努
め
ま
し
ょ
う
。 

 

実体顕微鏡で見たナミハダニ 



米
の
食
味
向
上
に
向
け
て 

米
の
食
味
を
評
価
す
る
方
法
は
、

人
間
が
食
べ
て
評
価
す
る
「
官
能

検
査
」
と
「
食
味
計
等
」
で
の
測

定
が
あ
り
ま
す
。
一
般
的
に
は
食

味
計
等
で
測
定
し
た
米
粒
の
粗
タ

ン
パ
ク
質
含
有
率
が
高
ま
る
と
、

官
能
検
査
に
よ
る
食
味
の
評
価
も

低
下
し
ま
す
。
こ
の
た
め
、
食
味

向
上
に
は
米
粒
の
粗
タ
ン
パ
ク
質

含
有
率
を
高
め
な
い
こ
と
が
重
要

で
す
。 

① 

窒
素
量
の
減
肥 

粗
タ
ン
パ
ク
質
含
有
率
を
変
化

さ
せ
る
最
も
大
き
な
要
因
は
、
窒

素
の
施
肥
量
と
施
用
時
期
で
す
。

穂
揃
期
の
葉
色
と
米
粒
の
粗
タ
ン

パ
ク
含
有
率
に
は
密
接
な
関
係
が

あ
り
、
穂
揃
期
の
葉
色
が
濃
い
と
、

食
味
が
低
下
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
良
食
味
米
を
目
指
す
に
は
イ

ネ
を
よ
く
観
察
し
、
穂
揃
期
の
葉

色
が
あ
ま
り
濃
く
な
ら
な
い
よ
う

な
肥
培
管
理
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

穂
肥
の
施
用
量
や
施
用
時
期
に
留

意
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。 

 

収
量
と
の
兼
ね
合
い
も
あ
り
ま

す
が
、
窒
素
施
用
量
を
控
え
る
こ

と
が
必
要
で
す
。 

② 

乾
燥
調
製
時
の
注
意
点 

 

米
粒
の
粗
タ
ン
パ
ク
質
含
有
率

を
高
め
な
い
た
め
に
は
乾
燥
調
製

時
の
過
乾
燥
（
14
％
以
下
）
を
避

け
、
1.8m

m
 

以
上
の
網
目
で
選
別

す
る
の
も
効
果
的
で
す
。
品
種
に

か
か
わ
ら
ず
粒
厚
が
薄
い
米
粒
は

粗
タ
ン
パ
ク
質
含
有
率
が
高
く
、

特
に
「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」
で
は
、
粒

厚
1.8m

m
 

未
満
の
米
粒
で
は
粗
タ

ン
パ
ク
含
有
率
が
顕
著
に
高
ま
り

ま
す
。
既
に
他
県
で
は
、
選
別
に

用
い
る
網
目
を

1.85m
m
 

や

1.9m
m
 

に
す
る
例
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

粒
厚
の
厚
い
米
粒
を
生
産
す
る
と

と
も
に
、
乾
燥
仕
上
げ
水
分
の
適

正
化(

15
％
）
と
1.8m

m
 

以
上
の
網

目
を
用
い
た
選
別
が
重
要
で
す
。 

 
 

  

 

会
員
大
募
集
！ 

 

女
性
農
業
者
の
新
組
織
発
足
！
！ 

 

女
性
農
業
者
の
世
代
や
地
域
を

超
え
た
新
し
い
組
織
「
ち
ば
県
女

性
農
業
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
会

長
：
小
坂
美
恵
子
氏
）
」
（
会
員
数

二
九
八
名
・
平
成
二
九
年
二
月
現

在
）
が
、
昨
年
六
月
二
日
に
発
足

し
、
安
房
地
域
か
ら
は
八
名
が
加

入
し
て
い
ま
す
。 

 

昨
年
度
の
主
な
活
動
と
し
て
、 

・
青
森
大
学
副
学
長
・
エ
ッ
セ
イ

ス
ト
の
見
城
美
枝
子
氏
に
よ
る

講
演
「
女
性
と
農
業
力
～
農
業

の
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
の
時
代

に
～
」 

・
会
員
に
よ
る
経
営
事
例
発
表 

・
情
報
交
換
「
農
業
経
営
に
女
性

の
視
点
を
生
か
す
に
は
」 

・
農
業
女
性
応
援
企
業
か
ら
の
商

品
展
示
紹
介 

を
行
い
ま
し
た
。
県
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
か
ら
は
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で

情
報
を
発
信
し
て
い
ま
す
。「
ち
ば

県
女
性
農
業
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

を
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
れ
ら

の
活
動
に
よ
り
、
県
内
全
域
の
女

性
農
業
者
が
つ
な
が
り
、
視
察
研

修
で
他
地
区
の
会
員
を
訪
問
す
る

な
ど
、
交
流
が
始
ま
り
ま
し
た
。 

 

そ
し
て
、
安
房
の
地
区
組
織
と

し
て
「
安
房
女
性
農
業
者
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
‘
陽
（
ひ
か
り
）
’（
会
長
：

須
藤
陽
子
氏
）
」
が
今
年
一
月
十
二

日
に
発
足
し
ま
し
た
。 

 

新
し
い
地
区
組
織
で
は
、
女
性

農
業
者
が
前
向
き
に
農
業
に
取
組

む
こ
と
が
各
経
営
体
の
発
展
に
つ

な
が
る
と
考
え
、
①
世
代
を
超
え

た
交
流
、
②
知
識
や
技
術
の
向
上

の
た
め
の
研
修
会
を
中
心
に
活
動

を
行
い
ま
す
。 

 

本
組
織
の
趣
旨
に
賛
同
す
る
方

で
あ
れ
ば
年
齢
や
経
験
を
問
い
ま

せ
ん
。
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。 

【
お
問
合
せ
先
】 

安
房
農
業
事
務
所
改
良
普
及
課

（
TEL
：
０
４
７
０
―
２
２
―
８
１

３
２ 

担
当
：
田
中
） 



安
房
地
域
の
若
手
農
業
者
紹
介 

南
房
総
市
千
倉
町
で
水
稲
経
営

を
営
ん
で
い
る
石
井
俊
輔
さ
ん

（
38
）
を
紹
介
し
ま
す
。 

石
井
さ
ん
は
、
平
成
26
年
に
就

農
し
、
現
在
就
農
４
年
目
に
な
り

ま
す
。
就
農
前
は
、
ほ
場
等
の
水

道
設
備
工
事
や
電
気
工
事
を
請
け

負
う
仕
事
を
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

そ
こ
で
出
会
っ
た
水
稲
農
家
と
話

を
す
る
う
ち
に
農
業
と
い
う
仕
事

に
興
味
を
持
ち
始
め
、
知
人
の
紹

介
で
水
稲
農
家
に
師
事
し
た
後
就

農
し
ま
し
た
。 

現
在
、
石
井
さ
ん
は
主
食
用
米

の
他
に
飼
料
用
米
や
イ
ネ
Ｗ
Ｃ
Ｓ

の
栽
培
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

エ
サ
の
生
産
だ
け
で
は
な
く
鶏
ふ

ん
堆
肥
を
積
極
的
に
使
用
す
る
な

ど
地
域
の
畜
産
農
家
と
連
携
を
深

め
て
お
り
、
地
域
の
重
要
な
農
家

と
し
て
頭
角
を
現
し
つ
つ
あ
り
ま

す
。 昨

年
度
に
は
「
密
播
疎
植
」
と

い
う
水
稲
の
新
し
い
技
術
を
取
り

入
れ
た
り
、
穀
物
検
査
員
や
Ｊ
Ｇ

Ａ
Ｐ
指
導
員
の
資
格
を
取
得
し
た

り
と
様
々
な
こ
と
に
挑
戦
し
て
い

く
石
井
さ
ん
。
イ
ノ
シ
シ
と
闘
い

な
が
ら
日
々
ほ
場
を
駆
け
回
っ
て

い
ま
す
。 

石
井
さ
ん
は
「
お
米
は
生
産
調

整
の
問
題
や
飼
料
用
米
の
政
策
の

不
透
明
感
、
有
害
鳥
獣
の
拡
大
な

ど
課
題
が
山
積
み
で
不
安
感
も
あ

る
け
れ
ど
、
逆
に
転
機
こ
そ
追
い

風
に
な
る
」「
将
来
は
法
人
化
し
て

力
を
つ
け
、
水
稲
で
地
域
の
農
業

を
守
り
た
い
」
と
、
力
強
く
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。 

          

い
ち
じ
く
い
き
い
き
セ
ミ
ナ
ー
の

参
加
者
を
募
集
し
ま
す
！ 

 

い
ち
じ
く
の
栽
培
技
術
等
を
学

ぶ
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。
枝

の
誘
引
や
病
害
虫
の
防
除
な
ど
年

間
４
回
程
度
の
研
修
会
で
す
。 

本
格
的
に
い
ち
じ
く
栽
培
に
取

り
組
み
た
い
方
、
取
り
組
み
始
め

て
間
も
な
い
方
、
一
緒
に
学
ん
で

み
ま
せ
ん
か
。
参
加
者
は
随
時
募

集
し
て
い
ま
す
の
で
安
房
農
業
事

務
所
改
良
普
及
課
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。 

食
用
ナ
バ
ナ
チ
ャ
レ
ン
ジ
セ
ミ
ナ

ー
の
御
案
内 

 

安
房
地
域
の
特
産
で
あ
る
食
用

ナ
バ
ナ
の
栽
培
技
術
等
を
学
べ
る

実
践
的
な
研
修
で
す
。
詳
細
は
、

（
一
財
）
南
房
総
農
業
支
援
セ
ン

タ
ー
（
2
8-

4
5
9
5
）
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

第
66
回
関
東
東
海
花
の
展
覧
会

農
林
水
産
大
臣
賞
受
賞
者
の
紹
介 

平
嶋 
勝
司
（
館
山
市
） 

一
般
切
花
の
部
（
ス
ト
ッ
ク
） 

改
良
普
及
課
職
員
紹
介 

改
良
普
及
課
長 

 

小
林 

寛
子 

主
席
普
及
指
導
員 

山
田 

博 

【
館
山
グ
ル
ー
プ
】 

石
井
義
久
（
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
） 

大
山 

康
彦 

 
       

（
花
き
） 

白
井 

徳
一
（
野
菜
・
果
樹
・
生
活
） 

清
水 

ゆ
か
り   

（
作
物
・
畜
産
） 

永
山 

春
菜 

 
       

（
花
き
） 

渡
邊 

信
吾           

（
野
菜
） 

【
鴨
川
グ
ル
ー
プ
】 

保
坂
信
久
（
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー) 

浅
野
清
一
郎(

作
物
・
畜
産
・
果
樹
） 

加
藤 

美
紀
（
作
物
・
花
き
・
生
活
） 

竜
澤 

は
る
か         

（
野
菜
） 

石
井 

堅
也 

     
 

  

（
野
菜
） 

【
南
房
総
・
鋸
南
グ
ル
ー
プ
】 

渡
部
和
彦
（
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー) 

渡
辺 

聡 
 

        

（
畜
産
） 

田
中 

千
華 

 
 

（
花
き
・
生
活
） 

影
山 

浩
司          

（
果
樹
） 

橋
本 

威 
 

        

（
野
菜
） 

小
宮 

良
美 

 
      

（
作
物
） 

中
後 

貴
寛 

 
 
 

 

（
花
き
） 

松
永 

大
樹          

（
野
菜
） 

山
田 

知
実          

（
果
樹
） 

石井俊輔さん 


